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ギャラクシティ
オ一プニング記念

管弦楽と合唱
のた め の 組曲

『 わ が 街 に 』

制作記念コンサート

あ
だ
ち
の
歌
声
と

演
奏
を
あ
な
た
に

区
制
6
0周
年
を
記
念
し
て
制
作
し

た
、管
弦
楽
と
合
唱
の
た
め
の
組
曲
「
わ

が
街
に
」。こ
れ
は
、足
立
区
を
う
た
う

組
曲
で
す
。
作
詩
な
か
に
し
礼
さ
ん
、

作
曲
團
伊
玖
磨
さ
ん
と
い
っ
た
、
日
本

音
楽
界
を
代
表
す
る
方
の
作
品
で
あ
る

こ
の
組
曲
を
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
の
オ

I
プ
ニ
ン
グ
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
と
し

て
、
足
立
シ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ

る
演
奏
と
、
区
民
の
方
安
居
で
お
届

け
し
ま
す
。

親
し
み
や
す
い
曲
に
の
っ
た
流
れ
る

よ
う
な
美
し
い
歌
声
…
。
き
っ
と
心
に

響
く
ひ
こ
と
き
と
な
る
で
し
ょ
う
。

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
第
2
邵
は
、
ク
リ

ー
ク
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
な
ど
を
皆
さ
ん

に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。
足
立
シ

テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
迫
力
あ
る
演
奏

に
加
え
、
ゲ
ス
ト
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
仲
道

郁
代
さ
ん
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
豪
よ
り
一

層
華
や
か
に
演
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い

。

日
時
3

月
2
7日
(
日
)
、
午
後
2
時
3
0
　

分
開
演

場
所

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
(
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル
)

内
容

▽
管
弦
楽
と
合
唱
の
た
め
の
組

曲
「
わ
が
街
に
」

作
詩
=
な
か
に

し
礼
氏

作
曲
・
指
揮
=
團
伊
玖
磨

氏

管
弦
楽
=
足
立
シ
テ
ィ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ

合
唱
=
足
立
区
民
合
唱

団
、
合
唱
団
あ
し
だ
ち
、
東
京
足
立

少
年
少
女
合
唱
団

▽
ク
リ
ー
ク
/
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

イ
短

調

作
品
1
6

▽
ワ
ー
グ
ナ
ー
/
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の

マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
前
奏
曲

指

揮
=
汐
澤
安
彦
氏

ピ
ア
ノ
=
仲
道

郁
代
氏

管
弦
楽
=
足
立
シ
テ
ィ
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ

費
用

無
料

定
員

珊
人
(
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、「
組
曲
コ
ン

サ
ー
ド
希
芦

と
明
記
(
1
枚
に
つ

き
1
人
)

※
学
齢
前
の
お
子
さ
ん

は
入
場
で
孝
ま
せ
ん

申
込
期
限
3

月
1
日
消
印
有
効

申
・
問
先

千
住
本
庁
舎
・
文
化
振
興

係

〒
凶
千
住
1
-
4
1
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

▲ ギャラクシティホール
組曲の練 習風景 　

汐 澤　安彦氏 なかにし礼 氏 團　伊玖磨氏

仲 道　郁代氏

合
唱
団
あ
し
だ
ち
の
メ
ン
バ
ー
の
方
お
2
人
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
わ
が
街
に
」
は
こ
ん
な
曲
で
す

市
場
　
暉
子
さ
ん

竹の塚
二 丁 目 在 住

や
さ
し
く
、
温
か
く
、
す
ぐ
に
親
し

め
る
素
晴
ら
し
い
曲
で
す
。
出
来
る
だ

け
た
く
さ
ん
の
方
に
、
覚
え
て
も
ら
っ

て
、
楽
し
く
歌
い
た
い
で
す
ね
。

「
青
春
時
代
」
を
思
い
出
し
ま
す

芳
尾
　
悦
子
さ
ん

竹の塚
四 丁 目 在 住

初
々
し
い
青
春
時
代
を
思
い
出
す
、

そ
ん
な
や
さ
し
さ
の
あ
る
曲
で
す
。
大

人
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
ぜ
ひ
、
子
供

た
ち
に
も
覚
え
て
も
ら
い
、
こ
の
曲
が

日
本
の
各
地
か
ら
も
聞
こ
え
て
ぐ
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
ね
。

※
合
唱
団
あ
し
だ
ち
…
…
組
曲
の
初
演
に
あ
た
り
区
内
9
屆
サ
t
ク
ル
等
の
有
志
　

に
よ
り
編
成
さ
れ
た
合
唱
団

や
り
ま
す
!

清
掃
事
業
は
私
た
ち
の
手
で

区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め
て
き

た
特
別
区
制
度
改
革
は
、
今
、
大
忝
な

山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
改
革
の

大
忝
な
柱
と
し
て
、
清
掃
事
業
の
2
3区

へ
の
移
管
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
2
3

区
で
は
、
区
民
、
議
会
、
行
政
の
連
携

の
も
と
に
、
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
責

任
を
も
っ
て
清
掃
事
業
を
担
っ
て
い
く

決
意
を
示
し
、
特
別
区
制
度
の
改
革
を

一
日
も
早
く
実
現
す
る
た
め
、
l
月
2
6

日
、
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
「「
新
し

い
2
3区
」
実
現
大
会
」
を
閧
催
し
ま
し

た
。
大
会
に
は
2
3区
か
ら
区
民
を
中
心

に
2
千
人
が
集
い
、
制
度
改
革
の
実
現

に
向
け
て
決
意
も
新
た
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
蕃
い
合
い
ま
し
た
。
ま
た

当
日
は
、
基
調
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

▽
基
調
講
演
/
岩
國
哲
人
出
雲
市
長
か

ら
、
出
雲
市
の
例
を
中
心
と
し
て
、
地

方
自
治
体
の
担
つ
べ
き
役
割
に
つ
い
て
2
3

区
に
対
し
期
待
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
東
京
の
ご
み
澗
濔
解
決
の
た
め

に
」
/
ご
み
問
題
に
造
詣
の
深
い
パ
ネ

リ
ス
ト
に
よ
り
、
ご
み
問
題
は
も
は
や

広
域
行
政
レ
ベ
ル
で
解
決
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
環
境
行
政
や
消
費
者
行
政

と
あ
わ
せ
て
、
地
域
か
ら
総
合
的
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
で
あ
る
こ
と
な
ど
。
熱
心
な
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
制
度
改
革
に
お
い
て
は
、
区

民
生
活
に
密
着
し
た
清
掃
事
業
を
区
の

仕
事
に
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

特
別
区
制
度
改
革
を
、
一
日
も
早
く
実

現
す
る
た
め
、
引
き
続
き
区
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

《
企
画
課
》

あ
だ
ち
'
9
4
女
性
ふ
ぉ
ー
ら
む

ひ
と
・
ま
ち
・
企
業
の
こ
こ
ち
よ
い
関
係

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
、
地
域
活
動
の

支
援
な
ど
、
企
業
の
社
会
貢
献
は
広
が

っ
て
章
ま
し
た
が
、
長
引
く
景
気
低
迷

の
中
、
今
、
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
仕
事
と
生
活
の
ベ
ス
ト
バ
ラ
ン

ス
、
男
と
女
の
働
き
方
を
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。毎
年
好
評
の
第
2
邵
は
、

ジ
ャ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。(
2部
の
み

の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
)

日
時
1
3

月
5
日
(
土
)
、
午
後
1
時
3
0分
I
5
時
3
0

分

場
所
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象
―
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方

内
容
1
左
表
の
通
り

定
員
=
S

人

(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
―

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
添
え
て
あ
る
(
ガ
キ
(
区
民
事
務

所
等
に
あ
り
ま
す
)

期
限
=
2
月
2
5

日

※
2
歳
以
上
学
齢
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
を
預
か
り
ま
す
(
第
1
部
の
み
)

場
・
申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
8
0
)
5
2
2
n
/

』

F
A
χ
(
3
8
8
0
)
0
1
3
3

※
N
T
T
足
立
支
店
レ
デ
ィ
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
も
受
け
付
け
し
李
y
。

(
0
1
2
0
)
1
8
1
0
7
0

' 94女 性ふぉーらむ内容
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教

育

就
学
届
の

提
出
を

4
月
か
ら
区
立
小
・
中

学
校
に
新
入

学
す
る
児
童

、牛
徒
の

保
霞
者
の
方
は

、

農
学
通
知
S

が
届

糞
汞

し
た
ら

、
就
学

通
知
S
の
一

面
の

『
就
学
届
』
を

、
入

学
す
る
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

小
学
校
入

学
用
の
孱

学
通
知
書
は

、1

月
中
旬
に
保
霞

者
あ
て
に
郵
送
し
て

あ

り
ま
す

。
中
学
佼
新
入
学
用
の
就
学
通

知
一

は

、1

月
下

旬
に
在
篳
小
学
校
か

ら

、
お
孑
洫
ん

奮

堰
じ
て
お
扈
し
」l

し
た

。
な
お

、
区

立
小
・
中
学
校
に
入

学
を
希

肇
す
る
外
国
人
で

。
ま
だ
入
学

申
請
の
手
続
瘴
i
し
て
い
な
い
方
は

。

お
孑
火
兀
の
外
国
人
顫
録
証
明
S
(

手

帳
)
を
持
参
し

、
申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い

。

問
先
1
千

住
本
庁

舎
・
学
事
第
一
係

税

金

確
定
申
告
は

3
月
1
5日
ま
で

t
譲
渡
所
得
の
申
告
に
つ
い
て

平
成
5

年
中
に
土
地
(

借
地
権
を
含

む
)
・
建
物
な
ど
の
不
助
産
や

。
ゴ
ル
フ

会
員
権

、
株
式
な
ど
の
資
彦
を
売
っ
た

婦
合
の
譲
渡
所
槫
に
つ
い
て
は

、
所
母

税
の
曜
疋
申
告
が
必
翆

手

。

マ
イ
ホ
ー
ム
を
売
っ
た
と
き
の
税
金
　

マ
イ
ホ
ー
ム
(
自
分
の
居
住
用
の
駕

初
や
そ
の
敷
地
)
を
売
っ
た
と
き
の
譲

渡
所
寿
に
つ
い
て
は
、3
千
万
円
の
特

別
控
除
等
の
特
例
が
あ
n
汞
y
が
。所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
に
あ
た
っ
て

は

、
次
の

点
に
ご
産
意
ぐ
だ
さ
い

。

▽
特
例
の
濃
彩
憂
け
る
た
め
に
は
、

2
月
1
6
日
か
ら
l
月
1
5
日
ま
で
の
所
賜

税
の
確
定
里
鯒
間
中
に
、住
民
票
(
除

票
)
な
ど
の
必
要
書
躋
を
添
付
し
て
。

特
例
の
漏
用
夲
受
け
る
旨
の
申
告
夸
す

る
こ
仁
?
翦
苓
子
。な
お
、特
例
の

適
用
夲
受

け
た
結
果

、
税
金
の

か
か
ら

な
い
場
合
で
も
申
告
が
必
要
で

す

▽

「
買
い
懋

凡
の
特
例
」
は

、
改
正
か

あ
り

声
に
)た

。
く
わ
～

お
知
り

に
な

り
た
い
方
は

、
最
寄
り
の

碗
務
署
へ
こ

相
鮫
く
だ
さ
い

v
特
例
の
適
用
を
戞

け
る

と
癶
ほ

、「
僅

宅
取
貼
等
特
別
控
除
」
の

画
用
は

あ
り

ま
せ
ん

。
ご
注
鼻
く
だ
さ
い

一
一

与
税
の
申
告
に
つ
い
て

平
虞
5

年
中
に

「
個
人

」
か
ら
土
地

等
の
不
如
産
や
現
金

、
株
式

、
債
権
な

ど
叨
万
円
を
超
・
4
卮

霰

の
贈
与
か
戞

け

た
方
は

、
贈
与
税
の
申
告
が
必
要
で

す

。

※

「
配
偶

者
控
除
の
特
例
」
や

「
住
宅

取

得
賢
金
の
贈
与
」
の
特
例
は

、
碗
金

か

か
か
6

な
い
場
合
で
も
申
告
が
必
要

で

す
※
平
成
5

年
分
の
贈
与
税
の
申
告
と
駟

税
は

、2
月
1

日
A

月
1
5
日
ま
で
の

期
間
で

す

問
先
=
足

立
税
務
署

s
(
a
1
6
)
2
7
2
2

西

新
井
税

務
署

a
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
廃
車

名
義
変
更
な
ど
の
届
け
出

軽
自
励
車
税
は
4
月
1
日
現
在
、バ

イ
ク
や
唖
自
動
車
な
ど
否
所
有
し
て
い

る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。原
動
機
付

自
転
申
や
軽
二
・
三
・
四
輪
申
、二
輪

小
型
自
動
申
痴
痔
つ
て
い
た
方
で
、次

に
該
当
す
る
方
は
届
け
出
夸
y
れ
ぱ
、

平
成
6
年
厦
以
降
の
税
金
は
か
か
n
ま

せ
ん
。

対
象
―
盗
難
に
あ
っ
て
見
つ

か
っ
て
い
な
い
方
(

警
察
に
a
曜
届
を

出
し
て

も
廃
申
届
は
必
要
で

す
)
/
届

け
出
を
し
な
い
で

譲
っ
た

り

、
売
っ
た

り
し
た
方
/

解
体
し
た
か

登
録
し
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
方
/
こ

わ
れ
て
粟
れ

な
い
ま
ま
に
な
っ
て

い
る

方

問
先
―

▽
原
動
優
付
自
転
爪
湎
1
5

匹
以
下
)

・
・・
中
央
本
町
庁
舎
・
軽
自
助
巾
税
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
0

～

▽
軽
三
輪

、
軽
四
輪
単
(

劔

匹
以
下
)

…
軽
自
動
車
検
査
協
会
足

立
支
所

霖
(
3
8
9
7
)
5
6
7
5

▽
軽
二
輪
車
(
応
皿
超
～
s
四
以
下
)
、

二
輪
小
型
自
助
巾
(
s
卯
超
∵
・
陸
運

支
局
足
立
自
助
車
検
査
登
録
事
務
所

昔
(
3
8
8
4
)
1
5
1
1

国
保
・年
金

保
険
料
は

税
控
除
の
対
象
で
す

所
母

税
や

住
民

税
の
申

告
を
す
る

際

、
国
民
健
康
保
険
料
は
J

冫
鼓
保
険

料
控
除
」
の
対
象
に
な
Q
1
7

お
手

元
に
あ
る
領
収
一

や
口
座
振
卮
済
通
知

(
(
ガ
キ
)
か
ら
領
収
日

を
確
認
し
て

、

今
年
の
1

月
か
ら
1
2
月
ま
で
に

支
払
う

保
険
料
の
合
計
額
を
申
皆
し
て
く
だ
さ

い

。
領
収
S

等
を
跟

付
し

な
く
て

も
控

除
は
受
け
ら
れ
李
す
が

、
領
収
書
は
大

切
に
保
唇
し
ま
し
ょ
う

。

問
先
=

中

央
本
町
庁
舎
・
国
民
健
康
保
険
課
庶
務

係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
2
2

就
職
・
退
職
し
た
ら

手
続
き
を

や
就
職
し
た
ら
や
め
る
手

続
き
を

今
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
た
方
で

、
会
社
等
に
就
職
し
て
新
た

に
職

場
の
健
康

保
険
に
加
入
し

た
方

や

、
そ
の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は

、

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手

戦
き
か
必

要
で
す

。
会
社
等
か
ら
国
民
健
康
保
険

課
に
は
阿
も
連
絡
が
な
い
た
め

、
手
続

跚
蓍
し
な
い
と

、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
の
ま
ま
と
な
っ
て

卜
崟

い
ま
す

。
必

ず
や

め
る
手
研
き

を
し
て
く

だ
さ
い

(
勤
秘
先
の
闥
康
保
険
証

、
国
民

健
康

保
険
証

。
届
出
人
の
印
か

ん
を
窓
口
に

持
参
)
。

ず
退
畷
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
等
を
退
職
し
て
敵
場
の

健
康
保

険
を
脱
退
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族
の

方
は

、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
予

嶢
き
か
必
要
で
す
。心
け
出
か
遅
れ
た

跼
白
で
も
、傑
険
料
は
退
職
日
の
翌
口

か
ら
き
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す
が
、

医
9
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)
は
原
川

と
し
て
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
の
で
、り

め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。申
込

職
賜
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
痔

(
資
格
喪
失
証
明
s
、離
職
喫
、退
職

証
明
書
な
ど
、や
め
た
月
日
か
咳
認
で

き
る
も
の
)
、届
出
人
の
印
か
ん
、届
出

人
の
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
膏
る
も
の
　

(
運
転
免
許
証
、公
共
料
金
の
頌
収
肖

等
。た
だ
し
。代
理
人
の
場
召
は
不

要
)
/
家
蕨
が
す
で
に
国
保
に
加
人
し

て
い
る
世
帯
は
。国
民
健
康
保
険
。証
/

7
0
歳
末
爾
の
方
で
、厚
生
年
金
、共
済

年
金
(
国
民
雲
豪
薩
く
)
の
受
給
者

は
、年
金
証
書
ま
た
は
年
金
紋
定
通
知

甫
を
窓
口
に
持
参
※
。̀
出
人
か
代
浬

大
(

本
人
お
よ

び
同

。鬯
僭
H

以
外
の

が
)
の

塲
合
や

、
住
所
・
氏
名
か
確
認

で

忝
な
い
と

き
は

、
保
険
痊
は
後
日
郵

送
と

な
n
ま

す
。
い
ず
れ
も

、
変
更
唆

日
日

以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

申
先
=

各
区
民
箏
務
听
ま
に
は
国
民
健

康
保
険
課

閥
先
‥
中
央
木
町
庁
合
・

国
民
健
康
保

険
課
賢
格
賦
課
係

s
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

日
程
等
1
癶
1

内
容
り
国
民
年
金
の

し
く
み

や
手

続
き

、
保
険
料
の
之
払
方

法
な
ど

問
先
=

中
央
木
町
斤
舎
・
国

民
年
金
屎
推

進
係

`
一
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表1 オQんきん出張相駁日程

募

集

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
の
事
業

◆
初
心
者
向
け
ワ
ー
プ
ロ
教
室

日
時
h
v
3
日
間
コ
ー
ス
・
・
・
3
月
1
6
日

～
1
8
日
、午
前
の
部
(
乍
巾
1
0
時
～
午

後
1
時
)
/
T
浚
の
部
吊
凌
2
時
I
5

時
)
/
吹
間
の
唇
乍
後
6
時
3
0
分
～
9

時
)
v
I
暇
コ
ー
ス
…
3
月
1
9
日
、

T
的
9
時
～
午
後
4
時
v
口
曜
コ
ー

ス
・
・
・
3
月
2
0
日
、
午
前
9
時
I
午
吸
4

畤
場
所
‥
い
動
労
福
祉
会
館
対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
の
ワ
ー
プ
ロ
切
心
考

定
s
=
各
コ
ー
ス
2
0
人
賢
用
9
3
日

間
コ

ー
ス
・・
・
8
千
叫
/
L

・
ロ
コ
ー
ス

』・
』
7
千
川

※
い
ず
れ
の
コ

ー
ス
も
N
E
c

文
豪
ミ
ニ
を
使
用

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
住
所

。
氏

名

、
乍
齢

、
電
話

番
9

、
希
里
コ
ー
ス

を
明
配

期
限
=
2

月
2
3
日
消
印
有
勧

◆
生
涯
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

老
後
の
作
画
刃
の

参
考
の
た
め
に

、

楽
し
い
お
話
に
耳
を
か
た
む
け
て
は
い

か
が
で
す
か

。「
私
の

生
き
方
」と
題
し

、

中
村
メ
イ
コ

氏

妥

優
)
か
お
話
し
し

ま
す

。

日
時
3

月
2
6日

子
)

、
午

後
卜
時
I
2

時
卸
分

盪
T

動
労
禍

祉
会
館

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の

力

費
用
=

無
料

定
s
d

沺
人

申

込

往
復
(

ガ
キ
に
住
所

、
氏
名

、
年

齢

、
電
話
番
号
を
明
記

瑚
限
2

月
2
5

日
消
印
有
効

い
ず
れ
や

卜

申
・
問
先
I

サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ゆ
う

一
T
1
2
0峻
瀬
1
3
4
7

昔
(
3
8
3
8
)
3
5
8
6

健
康
・
体
力
増
進

フ
ォ
ー
ラ
ム

心
と
か
ら
だ
の
健
康
を
め
ざし
て

健
康
体
刀
つ
く
り
に
つ
い
て
、医
師

を
は
じ
め
と
す
る
専
門
家
と
語
り
合
つ

て
み
ま
せ
ん
か
。フ
ァ
ミ
リ
ー
体
力
測

定
や
健
康
相
談
も
行
い
ま
す
。日
時

1
3
月
5
日
(
上
)
、午
後
1
時
～
4
時

3
0
分
鳩
所
=
産
業
。振
興
館
内
容
=

y
昼
調
講
朋
/
鈴
木
正
成
氏
(
筑
波
人

学
体
育
科
乍
系
教
授
)
▽
団
体
発

表
/
x
医
師
会
、小
学
校
休
青
部
会
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
、

体
育
指
碑
委
a
会
定
員
知
人
(
先

咎
順
)
費
用
無
料
申
込
`
話

ま
た
は
直
接
会
場
へ

申
・
問
先
一
千

庄
本

庁
舎
・
体
弯
振
興
係

親
と
子
の
リ
バ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日

時
=
3

月
1
2
口
(

七
)
、
午
前
1
0
時
1

午

唆
2
時
3
0
分

コ

ー
ス
ー今

住
曙

町

船
着
場
I

岩
淵
水
門
～
千
住

新
痢
I

東
京
港
～
千
佳
(

水
上

バ
ス
利
円
)

対
象
―
観
光
吩
台
会
日
の

親
と
孑

、
お

よ
び
区
内
在
住
の
親
と
子
(

た
だ
し

小
・
巾
学
生
に
限
る
)

定
員
=

圃
人

程
度
(

抽
選
)

費
用
=
大
人
は
観
光

囈
会
会
酬
千
迦
円

会
貝
外
2

千
円
/

子
供
は
全
叫
千
円
(
い
ず

れ
も
昼
食
付

き

、
当
日
現
地
支
払
い
)

申
込
=

住

杖
(

ガ
キ
に

希
甲
矜
全
日
涅

所

、
氏

乙

、
皿
齢

、
電
話
冊
弓

、
会
H

、
会
・
M

外
の
別

。
「
リ
バ
ー
ウ
ォ
ツ
チ
ン

グ
冊

甲
一

と
明
記
(
(

ガ
キ
ー
枚
に
つ

き
双
f
4

人
ま
で

巾
し
込
一
み
で
瘴
歪

す

。
返

信
(

ガ
キ
の

或
に
も
住
所

、
氏
名
を
必

ず
£

入
の
こ
と
)

※
咀
掏
甲
し
込
み

は

、
照
効
で

す

期
限
1
2

月
2
2
囗
消

印
有
功
(
2

月
2
5
日

、
午
前
1
0
時
中
央

木
町
庁

舎
M

会
廠
室
で

公
聞

抽
選
)

申
・
問
先
=

観
光
協
会
リ
バ
ー
ウ
ォ
ツ

チ
ン
グ
汨
雪
(

中
臾

本
町
庁
合
・
産
業

振
興
課
内
)

〒
図
中
央
収
町
I

口
I
I

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

高
齢
者
向
け

住
宅
の
管
理
人

今
乍
8
月
、東
京
都
と
x
と
の
共
同

孥
業
(
シ
ル
バ
ー
(
ウ
ジ
ン
グ
)
に
よ

り
、都
営
人
谷
出
一
r
目
第
一
一
団
地
に

高
齢
西
向
け
庄
宅
か
開
設
さ
れ
李
す
。

区
で
は
、こ
の
住
宅
に
住
み
込
ん
で
高

齢
老
の
ご
艮
き
隣
人
」と
し
て
仕
事
を

し
て
い
た
だ
け
る
管
理
人
亟
活
援
助

酬
)
を
豸
集
し
ま
す
。動
務
内
容
=

人
居
者
の
安
否
の
確
認
お
よ
ひ
緊
急
時

の
対
心
/
生
活
柑
談
・
惴
報
提
供
/
関

係
礎
関
へ
の
連
絡
な
ど
対
象
丿
次
の

す
べ
て
の
条
件
ぷ
喬
た
す
方
・
・
友
人
か

区
内
僅
住
で
同
居
観
族
が
い
る
/
現

在
、住
宅
に
困
っ
て
い
る
(
た
だ
し
、

公
共
賃
貸
住
宅
居
僅
者
は
不
可
)
/
穴

時
在
宅
し
、管
理
人
(
牛
居
援
助
鈿
)

と
し
て
の
活
動
が
了
茗
/
茹
傅
?

で
健
康
/
世
帯
の
収
入
が
、都
営
住
宅

一
種
収
入
基
皿
9
旅
程
度
に
位
置
す

る
募
集
人
敵
1
人
(
。皀
帯
)
婦

所
等
=
大
a
田
―
1
4
(
3
L
D
K
)

入
居
月
日
1
8
月
予
定
謝
礼
1
月
額

7
万
5
千
円
住
宅
使
用
料
=
都
の
基

皿
に
よ
り
決
定
申
込
1
纜
歴
書
1
通

と
印
か
ん
を
窓
口
に
持
参
募
集
期
間

1
2
月
1
6
日
～
2
5
日
申
・
問
先
9
千

佳
木
?
忿
・
鳥
齢
考
庄
宅
係

国
保
・
老
人
保
健

レ
セ
プ
ト
点
検

非
常
勤
職
員

国
民
健
康
保
険
課
と
高
齢
者
福
祉
課

で

は

、
そ

れ
ぞ
れ
国
民
健
曝
保
険
・
4
)

人
保
健
の
レ
セ
プ
ト
点
倹
等
を
ほ

う
非

哄
釛
戰
祠
夲
曝

欒
し
ま
す

。

・い

ず
れ
も

対
象
n
医
療
事
務
職
技
能
認
定
寅
格
取

得
汝
、医
原
事
務
の
実
務
経
験
が
1
年

以
上
あ
る
方
/
健
康
で
お
お
む
ね
2
5
歳

以
ヒ
6
0
歳
未
満
の
方
雇
用
期
間
=
4

月
1
日
I
平
成
7
年
3
月
3
1
日
(
週
4

日
勤
務
)
報
酬
等
1
月
額
1
6
万
7
千

円
(
平
成
5
年
度
実
績
)
/
有
休
あ
り
/

交
通
費
支
給
(
限
廣
額
あ
り
)
選
考

方
法
i
一
類
選
考
お
よ
び
圓
接
募
集

人
数
l
各
若
干
名
申
込
=
履
歴
魯
　

(
市
販
の
横
書
の
も
の
に
自
弔
、写
真

添
付
)
、貫
格
取
得
証
明
書
の
写
」蔘
痔

蔘
申
込
期
間
=
2
月
7
日
1
2
5
日
、

午
前
9
時
～
午
浚
5
時
(
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
)
申
・
問
先
=
国
民
健
康

保
険
は
、中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
給
付

係
?
3
8
8
0
)
5
1
2
1

参
入
保
健
は

、
千
庄
本
庁
舎
・
高
齢
者

医
療
係

健

康

千
住
保
健
所
の

事
業

・

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に

日
時
=
2
月
2
3
日
(
水
)
、午
後
し
時
3
0

分
～
4
時
3
0
分
鳩
所
=
千
住
保
聞
所

対
象
1

妊
娠
5

ヵ
月
以

降
の
方
と

夫

内
容
=
マ

タ
ニ
テ
ィ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と

呼
吸
畩

定
員
=
3
0
組

令
高
齢
者
の
痴
呆
(

ち
ほ
う
)

症
相
談

も
の
忘

れ
が
ひ
ど
い

、
自
分
の
居
場

所
か
分
か
り

な
い

、
夜
に
目
的
り
な
く

歩
き
回
る

、
排
せ
つ
が
自
寛
で
忝
な
い

な
ど

、
高

齢
者
の
痴
呆
症
の
こ
と
で

悩

ん
で
い
る
万
に

、
専
門
医
に
よ
る
相
談

を
行
い
ま

す

。
お

気
鰹
に
ご
利
用
く
だ

さ
い

。

日
時
=
2

月
2

日
(
火
)
、
午

峻
2

時

場
所
一
千
佳
保
健
所

医
師
=

西
島
久
雄
氏
(
大
内
病
院
)

・

健
康
楽
々
大
学
公
開
講
座

「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
心
」

長
寿
扛
參

磊

瓦

た
今

、
自
己
実
現

を
め
ぞ
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
学
ぴ
裏
し

ょ
う

。

日
時
a
3

月
3

日

采
)

、
午
俊
L

時
3
0分
A

時
3
0
分

鳩
所
1

産
業
振
興

館

講
師
1

坂
口
順

治
氏
(

立
教
大

学
文
学
部
教
授
)

定

員
l

沺
人

・
9
4
国
際
家
族
年

「
親
と
子
の
心
の
健

康
づ
く
り
セ
ミ
ナ

ー
」

日
時
等
=
表
2
鳩
所
=
千
住
保
健
所

対
象
=
小
・
中
学
生
の
保
護
者
講
師

=
高
橋
和
巳
氏
(
都
立
松
沢
病
院
医
師
)

定
s
=
闖
人
(
先
籥
順
)

・
い
ず
れ
も

費
用
=
無
科

申
込
=
電
話

申
・
問

先
1
千
住
保
健
所

昔
(
3
8
～
)
4
2
7
7

介
護
リ
ハ
ビ
リ

実
技
教
室

日
時
=
2

月
2
3
日

、3

月
2
日

午
後
L

時
3
0分
A

時
3
0
分

対
象
=
区
民

内

容
・
講
師
=
1

日
目
・・・
腰

を
擺
め
な

い
介
護
の
方
法
(

オ
ム
ツ
交
換

、
申
い

す
へ
の
移
動
な
ど
)
/
中
田
光
彦
氏
(
淑

徳
大
学
臈
脯
)
2

日
目
・
・・
遊
び
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
/

金
田

由
笑
子
氏
(

生
活
リ
(

ビ
リ
ク
ラ
ブ
)

※
ズ
ボ
ン
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い

定
員
=
2
5
人
(

先
箚

順
)

費
用
=

無
料

申
込
9

電

話

鳩
・
申
・
闘
先
―

巾
央
朮
町
保
健
相
談

所

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

家の屋根と家
族のハートを
デザ イン化し
た国際家族年
のシンボルマ
ーク

喪2 親 と子 の心の 儺 睾つく り セミ ナー日 程

● 時間はいずれも、午後1時～3眄。1回だ

け の 受 講も 可

痴
呆
老
人
と
の

上
手
な
つ
き
あ
い
方

痴
呆
の
お
年
寄
り
は
。
ま
わ
り
哭

の
介
護
が
必
要
で
、
し
か
も
家
族
の
負

廻
か
大
き
い
も
の
で
す
。
介
護
者
の
負

蜒
が
少
し
で
も
軽
く
な
る
よ
う
な
ヒ
ン

ト
(
ま
た
は
知
恵
)
を
乍
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
=
2
月
2
6員
土
)、
午

凌
1
時
3
0分
I
3
時
3
0分

講
師
1
杉

山
牟
溥
氏
(
川
崎
幸
碍
院
医
師
)

費

用
=
無
料

定
員
=
4
0人

申
込
=
電

話

塲
・
申
・
閃
先
=
東
和
保
健
相
談

所
S
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

講
演
会

痴
呆
と
は
何
か

も
の
忘

れ
が
多
く

な
っ
た
あ

な
た

へ
、
そ
れ
は
加
齢
に
よ
る
も
の
で
し
ょ

う
か
。

日
時
=
3

月
1
4
貝

月
)
、
午

後
2

時
I
3

時
3
0分

対
象
p
X

内
在

庄
・
在
勤
の
方
'

繻
師
=
高
僑
正
雄
氏

(
東
京
大
乍
医
学
部
)

定
S
5
0

人

講
演
会

潰
瘍
性
大
腸
炎

贋
瘍
性
大
腸
炎
の
診
断
・
治
療
と
日

朮
生
活
の
過
ご
」ぶ
た
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

日
時
9
3
月
4
旦
金
)、
午

浚
2
時
～
4
時

対
象

贋
瘍
性
大
脳

炎
の
方
と
家
族
の
方

講
師

澤
田
俊

夫
氏
【
東
大
第
】外
科
)

・
い
ず
れ

も

費
用
=
無
料

申
込

電
話

場
・

申
・
問
先
a
江
北
保
健
相
談
所

登
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

福

祉

今
月
は
福
祉
手
当

(
国
制
度
)
の

定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手

当
、
障
害
児
福
祉
手

当
、
福
祉
手
当
(

経
過
措
置
)

の
H

月
I
I

月
分
を
、
届
け
出
さ
れ
た
預
金
囗

座
に
1
0
日
ご
ろ
振
り
込
み
ま
し
た
。
各

金
融
機
関
で
支
払
い
を
受

け
て
く
だ
さ

い
。

問
先
E
千

住
本
庁
力
・
障
名
福

祉
係乳

幼
児

す
こ
や
か
相
談

お
母
さ
ん
、
育
児
で
不
安
な
思
い
や

、

ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
次
の
3
ヵ
所
の
保
育
園
で
は

、

経
験
豊
か

な
保
母
か
育
児
相
談
に
叮
じ

て

い
ま

す
。
安
心
し
て
子
育
て
夲
薬
し

忿

恚
つ
に
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
(
秘
密
厳
守
)
。
相
談
方
法
は
電

話
お

よ
び
面
接
で

す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興
野
ほ
吋
園
(

西
新
坏
本
町
4
1
9

召

・
に
週
月
・
ぺ
曜
日

S
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
2
9

旦

・
・・
毎
週
水
・
金
曜
日

S
(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
出
保
育
園
(
新
田
2
1
1
0

了

毎
週
火
・
土
曜
日

さ
(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

時
間
『

い
ず

れ
も
午
前
9

時
I
午
後
5

時

間
先
f

千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成

係第
4
回
健
康
公
開
講
座

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
と

口
の
健
康

歯
は
囗
の
一
部
、
口
は
身
体
の
一
祁
。

揃
の
健
康
は
身
体
全
体
の
健
康
か
ら
考

え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
「
食
べ
る
こ

と
几
話
す
こ
と
`
・
に
欠
か
せ
な
い
凵
の

健
頃
と
、
(

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
と
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て

お
話
し
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

日
時
=
2

月
1
6
日
(

水
)
、

午
後
1

時
～
3

時

講
師
=

大
竹
邦
明

氏
(

都
立
心
身
障
害
者
口

腔
保
健
セ
ン

タ
ー
診
療
部
長
)

費
用
=

無
料

※
移
動
困
難
な
方
の
た
め
に

、
竹
の
塚

磚
宵
福
祉
館

、
西

新
井
駅
東
口
か
ら
リ

フ
ト
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

。
袤
た

、
保
4

令
も
用
意
し
て
い
ま
す

塲
・
申
・

問
先
=

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
S
(
3
8
3
)
0
6
3
2

みんなの健康
皿 圉

干 住搴庁 舎・保健 予防係S 一挧1 ㈹

自
然
保
護
・
環
境
保
全

活
動
を
助
成
し
ま
す

K
内
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
か
自
然
保
護
・
環
境
保
彖
に
関
す
る
団
体
活

勣
を
さ

れ
る
に
あ
た
っ
て
、
必
安
な
品
物
や
指
導
者
の

紹
介

、
資
金
の
助
吸

を
行
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は

、
水
と
縁
の
公
社
に
お
問
い
劭
わ
せ
く
だ

さ
い

。

問
先
H

べ
と
緑
の
公
社

豐
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

やさしい
公職選拳法

Q&A
寄附の禁止

公
職
選
挙
法
は
、き
れ
い
な
選

挙
、

金
の
か
か
ら
な

い
政
治
の

実
現
の
た

め

、
寄
附
の
禁
止
に
つ
い
て

數
し
く

規
制
し
て
い
ま
す
。
沸
又
し
て
処
罰

さ
れ
ま
す
と
、
公
民
権
(

送
挙
咥
・

裝
選
事
権
)

の
停
虍
と
な
り
ま
す

。

醤
体

例
と
し
て
は
、
次
官

つ
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

Q
政
治
家
等
か
、
選

挙
X
内

に
あ
る
者
に
対
し
て
ず
る
入

学
祝
・
*

裏
祝
・
就
職
祝
・
出
産
祝

な
ど
、
従
来
か
ら
男
口
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
な
も
の

も
、
し
て
は

い
け
な
い
の
で

す
か
?

a

そ
の
と

お
り
で

す
。
こ
れ

ら
は
す
べ
て

寄
附
と

な
り
、

罰
則
を
も
っ
て

禁
止
さ
れ
ま
す
。

Q

政
治
家
等
が

町
内
会
の

野
球
人
会
や
サ
ッ
カ
↓
(

会

な
ど
に
際
し
て

、
優
勝
カ
ッ
プ
や
が

念
‥晏

噌
る
こ
と
(

持
ち
回
り
の
た

め
の
Q

ワ
を
a

む
)

は
で

き
ま

す

か
?0

£
渠
せ
ん
。
罰
川
を
も

っ
て
罘
出
さ
れ
ま
す
。

0

政
冶

家
等
か
葬
式
の
際
、

化
崘
・

貼
花
を
選

挙
χ

内
に

あ
る
&
に
対
し
て
出
せ
ま
す
か
?

E

出
せ
ま
せ
ん
。
罰
川
を
も

っ
て

禁
出
さ
れ
ま
す
。

0

政
治

家
籌
か
'

凵
冶
会
の

吁
亊
な
ど
の
際
に

金
一
封

を
山
せ
圭
ふ
?

0

包
命
は
寄
町
に
あ
た
り
、

世
員
で
あ
る
と
か

山
県
十

る
と
か
、
慣
習
で
あ
る
と
か
に
か
か

わ
ら
ず
、
罰
川
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ

ま
す
。
(

選
挙
管
理
委
員
会
)

花
畑
セ
ン
タ
ー

改
築
工
事

の
た
め
休
館
し
ま
す

花
畑
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
拡
充
す

る
た
め

、4

月
か

ら
改
築
丁
事
を
り

い
ま
す

。
工
事
期
閥
中
は

ご
迷
思
を

お
か
け
し
ま
す
が

、
よ
ろ
～

お
願

い
し
ま
す

。
な
お

。
新
た

な
開
館
は

、

平
成
8

年
8

月
ご
ろ
を
予

竃
し
て
い

李

す
。
ま
た

、
休
館
中
の

各
施
設
の

対
心
は

、
次
の
と

お
り
で
す

。

◆
区
民
事
務
所

3
月
2
5
日
ま
で

は
現
施
設
で
通
穴

開
館
し

、3

月
2
8日
か
ら
仮
事
務
所

(
花
畑
4
1
5
3
)

で

通
常
業

務

を
行
い
ま
す

。

や
児
一

館
・
老
人
綰

3
月
3
1
日
で

閉
館
し
ま

す

。
老
人

集
会
室
の
み

、9

月
か
ら

花
畑
酉
小

学
校
(

花
畑
4
2
1
1
)

の
余
裕

教
室
で
開
室
し
ま

す

。

今
字
童
保
育

3
月
3
1
日
ま
で

は
現
施
設
で

、4

月
1

日
か
ら
花
畑

西
小
学

校
の
余
裕

歓
室
で
業
務
を
行
い
ま

す

。

◆
社
会
教
育
綰

3
月
3
0口
を
も
っ
て
休
館
し
ま

す
。4
月
1
日
か
ら
花
佃
西
ふ
乍
校

の
余
裕
教
室
で
呎
の
サ
ー
ビ
ス
を
し

い
ま
す
。

※
ほ
民
保
餮
气

野
球

場
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
公
廿
甎
設
の

利
用
f
約
受
付
お
よ
び
土
曜
口
の
住

民
票
の
取
り
″舁
葉
9

や
図
S
綰

2
月
2
7日
ま
で
は
現
施
設
で
通
穴

間
配
し
、
2
月
2
8口
か
ら
休
館
し
ま

す
。な
お
、
図
吝
の
返
川
は
3
川
3
0

日
ま
で
で
き
、
1
月
1
日
か
ら
は
花

畑
西
小
学
校
の
余
裕
教
室
で
、
朗
朗

か
ら
取
り
肖
せ
た
図
冉
の
貸
し
出

し
・
返
却
・
絵
本
の
閲
覧
業
務
を
行

い
ま
す
。

※
扛
会
教
育
館
、
図
痔

館
は
年
中
無
休
で
す
が
、
仮
事
務
所

で
の
開
館
時
間
は
、
午
前
9
時
1
午

後
5
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問
先

文
化
施
駿
建
設
室
(
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
内
)

昔
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

花畑セン ター休 館中

の仮事務所案内図掲
示
板

こ
こ
ろ

に
(
ン

デ
ィ
の
あ
る
力
の

作
業
所

指
導
員
募
集
2
0

歳
以
上
の

方
1

人
(
男
女
可
)
/
就
業
時
問
午
前
9

時
I

午
後
5
時
/

面
接
選
考
/
コ

ス
モ
ス
会

豊
田

〒
圀
西
新
井
本

町
2
1
4
7

S
(
3
8
8
)
0
2
9
2

キ
産
休
・
育
休
補
助
教
職
員
候
補
者

の

男
集

職
種
=

①
敦
諭
②
薺
護
教

諭
③
事
務
/

資
格
=

①
国
公
私
立
学

校
の
正
式
任
用
教
M
(

臨
時
的
任
用

教
S
を
含
む
、
時
間
講
師
は
含
ま
な

い
)

と
し
て
1
2
ヵ
月
以
上
の
経
験
を

有
し

、
3
月
3
1
日
現
在
満
6
0
歳
木
禹

の
方
②
養
護
教
諭
晋
通
免
許
状
を
り

し
、
3
月
3
1口
現
在
碼
6
0歳
木
満
の

方
③
国
公
立
学
校
も
し
く
は
都
、
t
x

内
市
町
村
の
正
規
の
事
務
職
a
と

し
て
5
年
以
上
の
経
験
を
有
し
、
3

月
3
1口
現
在
満
2
3歳
以
h
6
0廠
未
満

の
力
/
勤
務
鳩
所
=
都
内
公
立
学

校
/
選
考
=
本
人
持
参
の
書
類
と
㈲

談
/
申
込
期
間
d
3
月
1
日
～
4

日
/
申
・
問
先

都
・
叡
斤
庁
検
定

課
選
考
係

a
(
a
2
0
)
6
7
8
7

◆
絵
手
紙
教
室
受
講
生
募
集
日
時
q

2
月
2
3口
、
3
月
2
・
9
ふ
日
、

い
ず
れ
も
午
町
1
0時
I
正
午
/
費
用

千
円
秤
度
/
t
a
3
0
人
/
塲
・

問
先
・
・足
以
北
郵
便
祕

s
(
3
8
8
4
)
1
0
3
1

ひ

ろ

ば

ノ
胃
井
あ
か
し

あ
祭
2

月
2
0
日

(
日
)

、
午
的
1
0
時
～
午
後
2

時
3
0

分
/

青
井
あ
か
し
あ
の

家
(
胃
坪
3
1
1
6
j
6
)
/

通
所

考
の

作

品
展

示
・
販
充
、
バ
ザ
!

、
喚
艇
店
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
/

山
拌

昔
(
3
8
4
8
)
4
4
7
8

『
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

卜
2

月
2
0口

百

』
、午
前
9

時
～
午
筏
4

時

※

巾
天
の
場
凸
は
2

月
2
7
卜
/
元
渕
江

公
園
/

リ
サ
イ
ク
ル

連
絡
協
議
会

`
言
6
8
0
)
8
7
7
0

子
育
て
教
室
2

月
1
8川

釡
)

、

午
前
1
0
時
～
H

時
3
0
分
/
八
谷
田
谷

巾
庄
X

セ
ン
タ
ー
/

伊
藤

e
1
6
2
0
一
3
7
7
a

t i f令「あだち広 報」1 月25 日号( 5 面) で 募集しました、ミュージカル公演『安寿と厨子王』|ますで|こ定員を超えましたの で、締め切らせていただきました。《住課》3880- 5181
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目
の
不
自
由
な
方
へ

区
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

「
声
の
お
知
ら
せ
」無
料
貸
し
出
し

区
で
は
、
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め

に
、
毎
月
2
回
「
声
の
お
知
ら
せ
」
を

制
作
し
、
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

「
あ
だ
ち
広
報
」
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

に
録
音
し
た
も
の
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。(目
の
不
自
由
な
方
に
ご

紹
介
く
だ
さ
い
)

対
象
=
区
内
在
住

の
目
の
不
自
由
な
方

申
込
n
‥電
話
、

ま
た
は
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、視
力
障
害
の
等
級
、「
声
の
お
知

ら
せ
希
望
」
と
明
記

期
限
=
3
月
4

日
必
着

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

広
報
課

〒
閇一千
住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

「
女
性
の
つ
ど
い
」記
念
論
文
募
集

婦
人
週
間
記
念
事
業
と
し
て
「
女
性

の
つ
ど
い
」
を
閧
催
し
ま
す
。
こ
れ
を

機
会
に
論
文
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー

マ
=
女
性
の
参
政
権
や
女
性
の
社
会
参

画
に
つ
い
て
(
「
女
性
と
社
会
参
固
≒
女

性
と
政
治
」
な
ど
)

対
象
=
区
内
在

住
・
在
動
・
在
学
の
女
性

応
募
要
領
=
2

千
字
程
度
/
別
紙
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記

の
う
凡
郵
送

期
限
=
3
月
1
5日
必
着

賞
上

席
か
ら
三
席
各
1
点
程
度
(
賞

状
と
記
念
品
授
与
)
、応
募
者
全
員
に
記

念
品

※
5
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
袤
だ
そ
の
版
権
は
足
立
区
に
属
し

ま
す
。

申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー

〒
1
2
3梅田
7
1
3
3
j
l

エ

ル

ーソ
フ
ィ
ア
内

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

女
と
男
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

「
越
沼
初
美
の

〈
い
ま
、
女
性
作
家
が
オ
モ
シ
ロ
イ
!
〉」

今
、
小
説
の
中
で
は
女
性
探
偵
や
女

子
学
生
が
大
活
躍
、
女
性
作
家
が
描
く

女
性
た
ち
の
活
躍
を
一
緒
に
味
わ
い
ま

し
ょ
う
。
ご
案
内
い
た
だ
く
の
は
区
内

在
住
の
作
家
越
沼
初
美
さ
ん
で
す
。

日
時
=
2
月
2
4日
(
木
)
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0分

対
象
=
区
内
在
住
、

在
動
、
在
学
の
方

定
員
=
2
0人
(
先

着
)

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

塲
・
申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

北
千
住
C
I
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〝千
住
の
景
観
を
考
え
る
〟

千
住
は
、
文
化
や
歴
史
の
あ
る
景
観

に
富
ん
だ
ま
ち
で
す
。
し
か
し
、
豊
か

な
緑
や
歴
史
的
資
産
等
景
観
資
源
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
文
化
や
遺

産
を
守
り
育
て
な
が
ら
、
千
住
が
よ
り

一
層
「
魅
力
と
活
力
の
あ
る
街
な
み
」

に
な
る
よ
う
語
り
合
い
ま
す
。

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
=
3
月
1
3
日
(
日
)
、午
後
1
時
～

4
時

内
容
=
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ほ
か

・
パ
ネ
ル
展
示

日
時
=
3
月
1
2
・
1
3
日
、午
前
1
0
時
3
0

分
～
午
後
4
時
内
容
=
千
住
ら
し
さ

を
伝
え
る
絵
や
写
真
、
伝
統
を
伝
え
る

工
芸
品
、
ま
ち
づ
く
り
の
提
言
等

・
ま
ち
づ
く
り
ト
ラ
ス
ト
講
演
会

日
時
=
3

月
1
2日
(
土
)
、
午
後
1
時

～
4
時

場
所
=
北
千
住
駅
ビ
ル
ル
ミ

ネ
7
階
(
ウ
イ
ズ
サ
ロ
ン
)

費
用
=

無
料

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
都
市
計

画
課
計
画
調
整
第
二
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

情 報 コ ー ナ ー 青年センターの催し
・手作り教室『しかけ絵本を作ろ
う』日時==2月23日( 水) 、午前
10時～正午対象=幼児のいるお
母さ ん 定員=20 人( 先着順) 費
用=500 円( 材料費) 申 込=2 月16
日、午前9 時から電 話* 子育

てに関する催しではお子 さんの保
育を 行っています。お問い 合わせ
く ださい。
● 不況に負けない就職活動( リク
ルート考現学) 日時=3月3・
10・17・24日、午後7時～9時内

容= バブル崩壊後、不況に見舞わ
れ、新規採用の募集は減少傾向に
あります。そこで、新社会人とし
て来年4 月から就職希望している
方が、社会でいち早く活躍できる
よう講座を閧催し応援します。対
象=10 代、20代の青年男女 定
員=30 人( 先着順) 費用= 無料
申込=電話

い ず れ も

場・申・問先= 青年センター
　3890- 0061

有料広告を募集します『リブ・イン( わたしの便利帳)』

区 では、rリブ・イン( わたし の

便 利帳) 」を1 年おきに発 行し 、区
内 全世帯に配布していま す。
リ ブ・インは、暮らしに必 要な

区 役所での手続きなど。役 立つ情
報を 満載。9 月上旬の発 行予 定で
す。こ の中に、企業などの 広告を
有 料で掲載し ます。ご希望 の方は
お 申し 込みください。
● 広告掲載基準
に)掲 載ページ… 表2 ・3 ・4( 裏
表紙) およ び本文中 の指定ページ。
希望 のページが重 複した場 合は、
調 整のうえ掲載D 本誌 サイズ… A4

版、本文110 ペ ージ( 予定) 　
規 格、掲載料‥・下 表のとおりD>
希望 の方には、実費で版下を 作成

し ます ※ 2 色は 本文と同 色。色
は 未定。
・ 掲 載できないも の
リブ ・インの公 共性 、その品位

を損うお それのあ るも の じ　風俗
営業 等の規制およ び業 務の適正化
等に 闃する法律第2 条 に掲げ る営
業に 該当 するもの 　政治活動、
宗教 活動、意見広告、 個人宣伝に
かかわるもの に>その 他リブ ・イ
ンに 掲載する広告とし て妥当 でな
い も の 発 行予 定 部 数=28 万 部

申 込= 広報課所定 の申込用紙に記
入 の うえ 郵 送ま たは 直 接窓 口 へ
期限=3 月31日消印 有効 申 ・問
先= 千 住本庁舎・広報課 〒120 千
住1- 4- 18 　3882- 1111 ㈹

掲載広告の規格・掲載料

人権研修会
〔講演と映画のつどい〕

人間ら しく 生きる ために- 子どもの権利と人権-
昭和23年に、国連で世界人権宣
言が採択されて45年がたち、日本
は世界でも有数の経済大国となり
ました。しかし、日本は「人権」
の面でも経済と同様の豊かさを手
にいれたといえるでしょうか。私
たちの暮らす日本の繁栄の影に
は、いまだに多くの矛盾や不合理
が存在しているのが実情です。そ
こで、現代日本の抱える様々な人
権問題について皆さんと一緒に考

えてみたいと思います。日時=2
月25日( 金) 、午後2時～4時30分
場所= 梅田センター 内容= 講演
「子どもの権利と人権」/映画「明
日への彩り」/講師= 嶺井正也氏
( 専修大教授) 対象= 社会教育
リーダーの方および関心のある方
ならどなたでも 費用= 無料 問
先= 千住本庁舎・生涯教育推進課
　3882- 1111㈹

第47回都民体育大会
足立区予選会

● バスケットボール大会
日時=4月3日～5月4日場
所= 総合スポーツセンターほか
参加資格= 区内在住・在動・在学
の方 競技方法= ト ーナメント
参加費=1 チーム3, 000円(代表者
会議で集めます) 申 込= 電話
期限=2 月28日必着 組合せ=3
月7 日、午後7 時30分、竹の塚セ
ンター 代表者会議=3 月22日、
午後7 時30分、竹の罹センター
申・問先= 連盟事務局・田島寛治
( 埼玉製作所内)
3884- 0391

' 94あ だ ち

ファッションショ ー開催

区内のアパレル関連企業が初め
て、ファッションショーを開催し
ます。皆さんの良く知っているブ
ランドが多数ご覧いただけます。
今年の流行を先取りする数々のコ
レクションをこころゆくまでお楽
しみください。日時=2月27日　
( 日) 、午後6時～7時場所=工
ル・ソフ ィア 定員=200 人( 先着
順) ※ 来場者にT シ ャツプレゼン
ト 申込= 当 日直接会場へ 申 ・
問先= 中央本町 庁舎・工業振興係

　3880- 5191

春花展示会
日時=2月23日、午後1時～5
時/2月24・25日、午前9時～午
後5 時 場所= 中央本町庁舎1 階
ロビ ー 内容= 区内の花き農家 が

栽培し た舂の花を展示し ます。主
に区 のシンボルの花であ るチュー
リ ップ が 中 心 で す。※ 2 月23日
(水) 、午 後1 時 から先着100 人に
切り 花を配布し ま す 問 先= 中央
本町 庁舎・農産係 　3880- 5118

うきうき館
プールの

休館日
ボイラーの法定点検のため、次

の期間プールをお休みします。な
お総合受付、体育館、トレーニン
グルーム、会議室は平常どおり利
用できます。期間=2月21日～
28日 問先= スイムスポーツセ

ンター 　3850- 1133

ベルモント 学生使節団

交流写真展
足立区の姉妹都市の西オースト

ラリア州ベルモンド市の学生使節
団と交流した写真展を、閧催しま
す。期間=2月17日～28日場
所= ヘルモント公園内・陳列館
展示= 平成5 年度ベルモンド学生
使節団との交流スナップ 問先=
国際親善協会 　3882―1111㈹

あそび集発刊記念
講演会『「生き生き」
「わくわく」体験して
いますか? 』

日時=2月26日( 二七) 、午後2時～
4 時 場所= 千 住児童館・老人

館 内容= 子どもを 育む地域連絡
会で作成し だ あ そび集、、の発刊

を記念し て、 完成報告会と 講演会
を行います。当 日、参加の方に は
あ゙そび集、、の冊子を差し 上げ ま

す。 講師= 増 山均 氏( 日本福祉
大学教授) 費用= 無料 申込=
当 日直接会場 へ ※ 3 才以 上学 齢
以前の幼児保 育があ ります。(事 前
申し 込み) 問 先= 千住児 童館 ・
老人館 　3882- 2765

「あだち広報」は再生紙を使用しています S. Se. 240. 000


